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図表 4-1-3 二酸化窒素の地域別年平均値 
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（ウ）光化学オキシダント 

  光化学オキシダントは、窒素酸化物や揮発性

有機化合物等が太陽光の紫外線により光化学

反応を起こし生成される物質で、高濃度になる

と空に白くモヤがかかったようになる「光化学

スモッグ」が発生します。 
a 光化学オキシダントの測定結果 
27 年度は有効測定局 89 局全てで環境基準

（１時間値が 0.06*ppm  以下）を未達成でした。 
しかしながら、光化学スモッグの発生しやす

い時間帯（5時～20時）における測定時間数と

環境基準値以下となっている時間数の割合（時

間達成率）は 93.5％でした。（図表 4-1-4） 

地域別では、南房総地域が他の地域に比べ時

間達成率がやや高くなっています。（図表

4-1-5） 
 
図表 4-1-4 光化学オキシダント環境基準の時間 

達成率の推移       単位：% 

年 度 23 24 25 26 27 

時間達成率 95.0 95.0 94.4 93.1 93.5 

測定局数 95 95 95 94 89 

(注 1)年間の時間帯（5～20 時）の測定時間が、3,750 時間

以上の測定局で評価した。 
(注 2)時間達成率（％）= 

（5～20時の環境基準達成時間／5～20時の測定時間）×100 
(注 3)達成率は、各測定局の単純平均値である。 
 
 

図表 4-1-5 光化学オキシダント環境基準の時間 
達成率の地域別平均値 

 
b 光化学スモッグ注意報等の発令状況 
光化学オキシダント濃度が高濃度で継続す

ると判断される場合、光化学スモッグ注意報等

を発令しています（光化学スモッグ注意報等の

発令基準は図表 4-1-43）。 

27 年度は注意報発令日数が 15 日（警報発令

なし）でした。 

月別の注意報発令状況は、図表 4-1-6 のとお

りであり、7月が最も多く 7日でした。 

昭和 46年度以降の注意報発令日数の年度別

推移は、50年度の 33日が最多で、21年度の 3

日が最少です。（図表 4-1-7） 

27年度の有効測定局 89局における光化学オ

キシダントの１時間値が 0.12ppm以上（注意報

の発令基準レベル）の年間出現日数の分布は、

野田地域が他地域に比べやや多くなっていま

す。（図表 4-1-8） 

全国の光化学スモッグ注意報発令日数『上位

都府県』をみると、27 年度は埼玉県に次いで

全国 2位の発令日数でした。（図表 4-1-9） 
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図表 4-1-6 光化学スモッグ注意報発令日数の月

別推移 
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